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略語の間題

諏　訪 功

は　じ　め　に

　Heinz　Koblischkeは，その編集にかかる略語辞典（Abk廿rzungsbuch，Leipzig

1969）の序文で，ドイツ語において普及し，程度の差こそあれひろく用いられている

略語の数を，すくなくとも5万から6万と推定することができると言っている。この

数字は他の研究者が挙げている数字とかならずしも一致していない。ある研究者はこ

の数字よりも多い，また他の研究者はこれよりも少ない数字を挙げているのである。

しかしこの不一致は本質的なものではない。ある略語を確立したものであるか否か判

定するのは往々にして困難であり，その判断の如何によって，数字は大きく動いてく

るからである。どのような語でも短縮できる，そしてそのやり方が揚合揚合に従って

多種多様でありうるのは，Koblischkeも指摘している通りであり，たとえば次の新

聞広告に見える省略形を確立したものであるか否か判断するに従って，数字は動く：

Jung，Kaufmann　sucht　z．1。9。m6bL　Einzelzimmer　m．Bad　in　gut．Lage　m，halb．

Pension，Angeb．mt．A24166。（ニJunger　Kaufmann　sucht　zum1．9．m6bliertes

EinzelzimmeringuterLagemithalberPension．AngebotmterA24166）。数

字の不一致が示しているように，たしかにこの辺の判断はむずかしい。しかしわれわ

れはKoblischkeに従って，上例のような略語，すなわちその時々に応じて作られる，

個別的な，情況に縛られた省略形は度外視し，Koblischkeがその略語辞典に採用し

ている種類の略語（彼はその各たに省略されない元来の形を挙げ，必要に応じて解説

も加えている）に，われわれの考察を限ることにしよう。それでもその数は約2万に

のぼる。日本で出版されている数多くの独和辞典の収録語数が通常10万を越えない

ことを考え合わせると，この2万という数字はやはり多いと言わなければならないの
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である。

　この小論の目的は，このおびただしい数にのぽる略語をある程度整理し，現代ドイ

ツ語において果たしているその役割について，いささかの考察を加えるこ．とにあるが，

本題に移る前にいろいろと断っておかなければならないこともあり，ある程度の予備

的考察の必要もある。

　まず，単に表記上の省略であって，読まれる揚合には省略されないもとの形に還元

される略語がある。さきほど挙げた新聞広告中の省略形もこの部類に属するが，略語

として確立しているものの中にも同様のものがある。たとえばDr，（ニDoktor），z。

B．（ニzumBeispie1）などの略語は，通常その完全形に引き直して発音され，［de：’εr］，

〔ts♂be：〕と発音されることはない。これに対して通常，省略形のまま発音される略

語がある（この発音の仕方のちがいについては後述する）。もちろんこの二通りのあ

つかいの境界は，時として流動的であるし，組み合わされて出てくることもある。た

とえばDr．habil．はdoctorhabilitatusと，Dr．phiLはdoctorphilosophiaeと完

全形に引き直して発音されることはなくて，通常は〔’doctっr　ha’bi：1］，［’dっctor飢］

と発音される。前半は単なる表記上の省略であり，後半はそのまま発音される略語，

すなわち表記上も発音上も完全形と異なるあつかいを受ける本来の略語である。われ

われは主として後者を考察の対象としよう。

　語形の短縮は広い意味で造語論（Wortbildungslehre）の対象となる問題である。

しかしこの問題のドイツ語に即した通時的研究は，あまり進んでいないようである。

研究者たちはこの問題をあつかう際，ふつう視野をドイツ語に限ることをせず，他の

国語における同一の現象にも目を注いでいる。Paul　Spillnerがその論文Probleme

derAbkUrzungen（Sprachforum1，DUsseldorf1956，S，61）で述べているところ

によると，語形短縮は別にここ数十年の発明ではなく，すでにギリシヤ・ローマ時代

において行なわれていたということである。彼によればローマ時代にTironische

Notenとよばれる語形省略方式があった。1957年版のDer　Grosse　Broc㎞ausの記

載によると，これは一種の速記術であったらしい。Spillnerはさらに，ヘブライ人た

ちが宗教的な理由から，Jehovahをもっぱら短縮形でよんだこと，またセネカが5千

ほどの略語を蒐集したと伝えられていることなどを述ぺている。またFrltz　Tschirch

はその論文Stehen　wir　in　einer　Zeit　des　Sprachverfalls～（Spracllnorm，Sprachp且ege、

Sprachkritik，DUsseldorf1968，S・125）において，いくつかのラテン語の略語，た

とえぱINRI（＝∫esus　Nazarenus　Rex∫udaeorum），AD（＝・4nno　Domini），RIP

（ニRequiescat狙ρace）などに言及している。英語の歴史においても早くからいくつ
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かの略語が用いられていたという記録がある。新英文法辞典（三省堂，1970年）の記

載によると（556ぺ一ジ）古い例としては，寄稿した5人の筆者の頭文字から作った

筆名Smectymnuus（＝∫tephan114arshall，Edmund　Calamy，Thomas　yqung，

Matthew　Newcomen，PVilliam　spurstow）が1641年に，さらに同様の頭字語として

1673年にチャールズニ世時代の外務委員会の名称Cabal（Cli伽rd，！1rlington，

Buckingham，沼shley，Landerdale）が見られるということである。この2つは現在

おぴただしい数にのぼっているいわゆるイニシャル語（9ぺ一ジ参照）の先駆と見る

ことができる。話をドイツ語に限ると，略語に関するどの文献にも挙げられている

例としては，俗語のkeBがある。Pau1－Betzのドイツ語辞典（TUbingen1966）に

はこの語に関して次のような説明がある：……，，dreist，schick“，insBerlin．aus

der　Gauneτsprache廿bemommen，wo　es　fOr，diebserfahren，zuverlassig‘steht　und

urspτOng1．den　Anfangsbuchstaben　von　jid（iisch　ch6chem，，klug“bedeutet……．

すなわちこの語も，元来はイニシャル語であった（9ぺ一ジ参照）。HugoMoserは

語短縮の傾向はすでに18世紀において観察できると述べ（Maurer－Stroh，Deutsche

Wortgeschichte　II，S。474丘．），一例として当時，BewegungsgrundからBeweggrund

が作られたと言っている。これはKlaPPWortのひとつであろう（14ぺ一ジ参照）。

ひろい意味で語形短縮の部類に入る例として，いわゆる人名の短縮・愛称形を挙げる

ことができる。これはかなり古い時代から行なわれていたと思われる。いくつか例を

示すと：Alex［ander］，Ben［jaminコ，Friede［rike］，［Char］Lotte，［Alex］Sander，Gabi

（＜Gabriele）。しかしドイツ語において語形短縮の傾向が目立ち始め，略語の数が急

増したのは今世紀に入って以来，とりわけ第二次世界大戦後のことである。技術文明

のめざましい進展，それに伴なう人間生活のあらゆる領域における変化は，さまざま

な新しい事物，概念を生み出し，それを言語的にとらえることを要求している。ただ

し注意しなければならないことは，この過程における言語上の変化は，さしあたって

ドイツ語において俗にWortschlange，またはBandwumw6rterとよばれている，

いくつかの語あるいは語群から成り立つ長大な語の発生であり，これが語形短縮の基

礎となっていることである。この際ドィツ語の持つ特徴，すなわち名詞の複合能力が

とくにあずかって力あることは疑えない。

　事実ドイツ語ではStraBenverkehrssicherheitstag「道路交通安全日」とか，Fahr－

preiserm註Bjgungsantragsformular　r運賃割引申請用紙」とかいう長大な語が，格別の

異和感なしに作られ，使われる。もちろん英語でも同様に表現できるし，揚合によっ

てはドイッ語では不可能な結合さえなしうるが，ドイツ語では複合名詞を構成する要
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素をすぺて一語にまとめて書いてしまう習慣のために，たとえばMark　Twainをよ

ろこばせたという次のようなモンスタ』がたやすく生まれうるのであるl　Persona1－

einkommensteuerschatzungskommissionsmitgliedreisekostenrechnungserganzungsre－

visionsfonds　r個人所得税評価委員会メンバー旅費勘定補助修正資金」。後で見るよう

に，略語には2綴りから3綴りのものが多いが，その基礎，出発点として，このように

多くの綴りから成る基礎語の存在が不可欠であることは言を侯たない。事実，Wemer

Reinhardtはその報告：Einige　Probleme　und　Erscheinungen　der　Wortbildung　in

der（ieutschen　Fachsprache（ier　Techni1くund　ihre　Bedeutung　fUr　den　Sprachun－

terrichtの中で，一方では正確と詳細を求める傾向およびそこから生まれる語の長大

化，他方ではさまざまな語形短縮の可能性を徹底的に利用する傾向およびそこから生

まれる略語の問題，この2つが，技術の領域におけるドイツ語の造語法の本質的な傾

向をなしていると言っているのである（DeutschalsFrem（1sprache，7．Jahrgang3，

Leipzig1970，S・210）。新しい概念をできるだけ正確に，省略なしに語として鋳造し

ようとする努力が先行し，その後に語形短縮の過程が続く。長大化と短縮は相補的な

関係に立っている。具体化がある極に達すると，そこで抽象化への急転が生ずるので

ある。

　ところで略語を多用した文体は，規範的文体論（Nomlative　Stilistik），あるいは

一般に保守的な文体論の立揚をとる人ぴとから，あまりよく見られていないようであ

る。たとえばWustmannのSprachdummheiten（13．AuHage，Berlm1966，S．375）

には，次のような調刺詩がのっている：

Ich　frage　Dich：Wer　heiBt（ienn　so～

Wer　Vorige，wer　Ibiko

Und　Rob，Rehabu，Habebro～

Was　ist　Ahag，MOhlbag，Ala⊇

Was　Viag，PreuBag，Habamfa～

Was　Ambi，Adka，Darzuf　Mifa　P

Was　Gagfah　Edeka，Debewa～

Zu　guter　Letzt　das　neuste　Nette，

Die　preisgekr6nte　Debegette～

　ここにあらわれている19の奇妙な略語をKoblischkeの略語辞典で引いてみると，

PreuBag（ニP伊θ％βische　Bergwerks－und　HOtten／i（｝），Gagfah（（∋ememn廿tzige・4kti一
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en8esellschaft∫廿n4ngestellten－Heimstatten），Edeka（ニEinkaufsgenossenschaft［en］

4eutscher　Kolonialwarenhan（11er），VIAG（＝Feτeinlgte　ln（iustrie－Untemehmungen

浸G）の4つだけが説明されている。さらにA王aはChem・Alaninという説明が与

えられているが，他の略語がすべて会社名あるいはそれに類するものであることを考

え合わせると，これもおそらく何か別のものなのであろう。さいごのDebegetteはこ

の詩にすぐ続いて説明が加えられている。それによるとこれはPeutsche　Buch8e－

meinschaf’のイタリック部分のアルファベット読みをそのまま綴った，イニシャル語

のひとつの変型であることがわかる（10ぺ一ジ参照）。しかし他の略語がいったい何

を意味しているのか，どのような完全形の代りに立っているのか，答えられる人間は

そう多くないと思う。ドイツ人にとってさえもそうであるのは，この諏刺詩の問いか

けが証している。これらの略語はいわゆる意味的動機づけ（semantische　Motivation）

を完全に失った，一種の符牒と化してしまっているのである。もちろんこれらの例は，

普遍性を持たない，特殊な略言吾であって，Koblischkeの略語辞典に収録されるには

適していない種類のものではある。しかしこの調刺詩の投げかけている問いは，他の
　　　　、
より広く用いられている略語についても当てはまる。そしてまた意味的動機づけの喪

失のみならず，他にもいろいろな問題が浮かびあがってくるのである。われわれはま

ず，ドイツ語において普及し，程度の差こそあれひろく用いられている略語を，一定

の規準に従って整理することから始めよう。

1

　Bergstrφm－Nielsenはrドイツ語において普及し，程度の差こそあれひろく用いら

れている略語」を，その造語法と発音に従って4つのタイプに分けている（Die　Kurz－

w6rter　im　heutigen　Deutsch－Modema　Sprak46，1952，S・2－23）。彼の分類を次

にかかげる：

タイプ 1 2 3 4

例 。4EG u∫α ∠4躍0 U－BoO’

造語法
∠11gemeine
lektricitats－
esellschaft

Unlversum．
ilm一141【tlen－

esellschaft

。4％≠omQbd Untersec一β00’

発　音 ［a：e：’ge：］ ［u：fa］ ［auto：］ ［u：bo＝t］

Bergstrφm－Nielsenは略語をAbkUrzungenとK皿zw6rterとに分ける。彼によれ
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ば前者は単なる表記上の省略であり，読まれる時は完全形に引き直して発音される

（たとえばd．h，＝dasheiBt，usw・＝und　so　weiter，z．B。＝zumBeispiel）。これに反し

て後者すなわちKurzw6rterは略語としての形そのままに読まれる（たとえばAEG

は［a：el’ge：］と，Eapagは［’hapak］と発音される）。しかしわれわれは彼の言う意

味でのAbk廿rzungenすなわち単なる表記上の省略によって生じた略語を，われわれ

の考察から一応除いておいた。こういった種類の略語もこの考察の後半においては問

題となるが，さしあたってはBergstrφm－Nielsenの言う意味でのKurzw6rterに考察

を限定することにする。

　ところで前ぺ一ジの表に例として挙げられているような略語全体に対する総称とし

て，Kurzw6rterという語を用いることは，いささか慣用に反する。ふつうは表のタ

イプ1とタイプ2とをAbk伽zungenとよぴ，タイプ3のみをKurzw6rterとよぶ。

なぜならばタイプ1とタィプ2においては，読み方のちがいを度外視すれば，いずれ

も複合語，または語群を構成するいくつかの要素の頭文字を組み合わせて作られた語

という点で共通している，しかしタイプ3は，一語のいくつかの連続した綴りを残し，

他の要素を切り捨てて作られた語という点で，タイプ1とタイプ2に対立するからで

ある。さらにタイプ1とタイプ2とが主として最近に作られた略語であるのに対し，

タイプ3はすでに人名の省略形においてみたように，古くから一般的になっていた語

形短縮の手続きによって作り出された略語である。すなわち2つのグループは歴史的

にも区別できるのである。われわれもこのAbkUrzungenとK：urzw6rterの区別を一

応維持していこうと思う。

　さらに表のタイプ3すなわちKurzw6rterは，どの部分が切り捨てられ，どの部分

が残されるかによって，以下のような下位区分が可能である＝①語の前半だけが残

される揚合，いわゆるK：opfw6rterl②語の後半だけが残される揚合，いわゆる

Schwanzw6rter；③中間が省略されて前後が残される場合，いわゆるKlappw6rt銑

この3つである。可能性としては前後が省略されて中間だけが残される場合が考えら

れる。事実英語ではこの方式を用いてde’θotiveからtecを，i姻初enzaからHuを

作り出すし，日本語でも大阪大学から阪大を作り出す。しかしドイツ語ではこの方式

に従った略語は見つからないので，一応この可能性は度外視してもよいだろう。

Bergstrφm－Nielsenの表を検討して残るのはタイプ4であるが，これはタイプ1に属

する略語と他の品詞との結合の可能性のひとつと考えればよい。したがって次表のよ

うな新しい分類の可能性が生ずる：
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タイプ 1（Abk曲rzungen） II（Kurzw6rter）

下位区分 a b a（Kopf一） b（Schwanz一） c（KユapPw6rter）

例 、4EG 伽 イ4嘱o 8％5 K瓶4

造語法
・411gememe
lektricitats－
esellschaft

Umversllm・
111m．遼ktien－

ese1】schaft

。4曜omobi】 Autoわ％5 κyaftrα4

発　音 ［a：el’gel］ ［’u二fa］ 〔’auto＝］ ［bus］ ［kra：t］

　タイプ1（Abk樋rzungen）について

　このタイプに属する略語はいずれも複合語あるいは語群の各構成要素の頭字を組み

合わせて作った，いわゆるイニシャル語である。タイプlaとIbとのちがいは発音に

存する。すなわちタイプIaに属する略語の揚合，それを構成する字母がそれぞれア

ルファベット読みされるのに対し，タイプIbに属する略語はふつうの単語のように

読まれるのである。さらにアクセントの上でも，タイプIaに属する略語は原則とし

て最終綴りにアクセントを置いて読まれる（かならずそうであるというわけではない。

以下の当該個所参照）のに対し，タイプIbの略語はドイツ語の一般原則に従って，

第一綴りにアクセントをおいて読まれる。さらに表記上の点に関しても，AEGとUfa

の対立によってもわかるように，タイプIaが略語の性格を表記上も保持しているの

に対し，タイプlbはふつうの語のように書かれる（これにも例外ばある）。S・V．

Baumは英語の略語に関してタイプIaをabbreviationとよび，タイプIbをac－

ronymとよんで区別している（American　Speech，vo147，New　York1962，S・48）。

しかし両者の区別は往々にして流動的であり，同一の略語が時に応じて二通りに読ま

れることも珍しくない。Baumが挙げている英語の例は軍隊の俗語αbsentωithout

o茄cia1Jeave（無断欠勤）で，これはawo1と略され［eiwo：1］と読まれる場合（タイ

プIb）と，A．W・0・L・と略されアルファベット読みされる揚合（タイプIa）とが

あるということである。タイプIaに属する略語は数えあげるときりがない。たとえ

ばDDT（＝Pichlor4iPhenyl∫richlorathan）のような長大な単一語，ZK（ニZentralb

mitee）のような複合語，CDUICSU（ニChristlich－Pemokratische　union／Christlich－

50ziale　Union）のような語群，さらにはs・t．（ニ5ine∫empore）のような副詞句，

ついにはm。w．！（規achen面r！）のような文に至るまで，例は枚挙にいとまがない。

国名，党名，社名などは3綴りのものが多く（たとえば：DDR＝Deutsche　Demo－

kratische　Republik；SPDニ5Qzialdemokτatische．Partei．Oeutschlands；BMW＝Baye一
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rischeMotorenωerke），他のものには2綴りのものが多い。UdSSR（＝Union4er

sozialistischen　sowletyepubliken）などのように3つ以上の綴り数をもつものは数少

ない。（注1）タイプIaのヴァリエーションとして，個々の字母の発音を表記に反映し

た略語がある。Kadewe（＝Kaufhaus4es昭estens）はK　d・W．という3つの字

母の発音をそのまま表記に反映したもので，Edeka（＝Einkaufsgenossenschaft［en］

4eutscherκ010nialwarenhandler）もこの部類に入る。さらに，ただひとつの字母か

ら成り立つ略語も，このような表記法においては可能である。たとえばZettがその

一例で，これをHeinz　K廿PPerは，rドイツ語日常語小辞典」（Handhches　W6rter－

buchderdeutschenAlltagssprache，HamburgundDOsseld・rf1968）において，

ZuchthausあるいはZuchthausstrafeの略語として説明している。またこのような

表記法が商品名などの命名の基礎となることもある。いわゆる東ドイツ（DDR）に

おいて筆者の見かけた繊維名Dederonは，すくなくとも最初の2綴りに関する限り，

DDという字母の発音を表記に反映したことから来ているのであろう。こういう表記

法をとることによって，タイプIaに属する略語はタイプIbに属する略語に近くな

ってくる。ということは略語の性質を捨てて，ふつうの語の性質を帯びてくるという

ことで，この移行は表記法に限らず，いくつかの略語のアクセント位置の移動にもあ

らわれている。たとえばDudenの発音辞典（Mannheim1962）の39ぺ一ジの記載に

よると，個々の字母がそのまま発音される略語にあっては，アクセントは最終綴りに

置かれるという原則がある。例として挙げられているのはLkw（二五ast虹af惚agen）

で，これは［ε1ka：’ve二］と読まれる。しかしWalter　Jungによると（Grammatik　der

deutschen　Gegenwartssprache，Leipzig1967，S・479），しばしば使われる略語におい

ては，アクセントが最初の綴りに移ることがある。たとえぱLkw，Pkwはしぱし

ば［’εlka＝ve：］，［’pe：ka：ve＝コのように発音されるというのである。もちろん最終綴り

にアクセントのある語は，ドイッ語においても数多いし，またすぺての略語において

このようなアクセントの移動が生じているわけでもない。しかし必要な留保をつけて

ではあるが，タイプIaに属するような略語を，ふつうの語彙に同化しようとする動

きがあるというふうに言うことができるだろう。このアクセントの移動と個々の字母

の発音を表記に反映することとが組み合わさって生まれた略語，たとえばEdekaな

どは，発音に関しても（この語は最初の綴りにアクセントを置いて［’e：deka］と発音

される），また表記法に関してもタイプIbに属する略語，さらにはふつうの語と同

じ性質を帯ぴてきているのである。

　タイプIbに属する略語はとくに第二次大戦後，数多く作られている。この点に関
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するドイツ語の文献は目にしていないが，英語に関しては，1933年以後，Roosevelt

のニューディール政策に関連して生まれた数多くの略語が，大部分タイプIaに属す

るものであったのに対し，第二次大戦中および戦後に生まれた略語はほとんどタイプ

Ibに属するものであるという指摘がある（上野景福，語形成，東京，1955年，92ぺ

一ジ）。同書ではN　R　A．，T．V、A，，R　F。C，などと，UNESCO、LARA，GATTな

どが対比してある。ドイツ語の例としては，表にかかげたUfa，Hapagのほかに，文

を構成する要素のイニシャルから作られた珍らしい例として，TUSMA（ニTelefoniere，

％nd　studenten野zachenα11es．学生団体の名称）を挙げておこう。

　こういう略語に，意味上の動機づけを施すこともある。すなわちさまざまな字母の

組合せから生ずる略語を，既存の他の語と接近させようとする揚合である。TUSMA

という略語も。TuPsmal！“「やってごらん」という文と響奇が似通っているが，何と

いってもいちばん知られ’ているのはPEN－Clubであろう。この複合名詞の前半部を

なしている略語PENは，周知のごとく，Poets，Playwriters，Editors，Essaists　and

』〉ovelistsという英語の単語のイニシャルを組み合わせて作られているが，PENは

同時にこれらの職業に携わる人びとの道具でもある。PEN－Clubという正字法と並ん

で，Pen－Clubという正字法が一般に行なわれている。これは英語の表記法の反映と

いうことのほかに，この語が元来は略語であるという意識が次第に失われつつあるこ

との結果でもあろう。

　タイプIbのヴァリエーションとして，個々の字母ではなく，まとまりのある綴り

を組み合わせて作られた略語がある。Gestapo（ニGeheime5∫αatsρolizei），Leica

（＝Lθitz’Cαmera）などの例を挙げておこう。AStA（＝。411gemeiner　S！udentenのus－

schuB）なども，二番目の構成要素において，stというドイツ語に多い子音結合をそ

のまま使っていて，このヴァリエーションの仲間に入れることができるだろう。

　タィプIaとタィプIbに属する略語の変化，正字法，性などに関しては，なお多

くの間題が残っている。しかしこれらについてはDudenの正字法辞典などに記載が

あるので，ここではとりあげないことにしよう。とはいえBergstrφm－Nielsenの表に

かかげられている第4のタイプ，すなわち略語と他の品詞との結合および略語からの

派生語については，少し考えてみる必要がある。

　まずDie　Weltの1970年6月3日付の紙面から拾った短い報道記事を読んでみよ

う：Der　DGB－Vorstand　und（1ie　SPD－Bundestagsfraktion　haben　am　Montagaben（i

Fragen　der　Wirtschafts－und　Gesellschaftspolitik　er6τtertこの記事に出てくる，

略語を含む2つの複合名詞は，もし略語を完全形に代えるとすれば，このままの結
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合を保っていることはほぼ不可能であろう。試みに略語を完全形に代えてみると次の

ようになる：＊der　Peutscher（｝ewerkschafts加nd－Vorstandおよぴ＊50zialdemokra－

tische．Partei　Peutschlands－Bundestagsfτaktion．すなわち略語を含む複合名詞は，

いくつかの完全形を結合して作る通常の複合名詞にくらべて，より自由な結合をなし

うるのである（この点に関してはWolfgang　Flelscher，Wortbildung　der　deutschen

Gegenwartssprache，Leipzig1968。S。213を参照）。もっとも，ふつうの複合名詞に

も，例外的にdieRote－Kreuz－SchwesterとかderFau里e－Eier－Duftなどという結合

があるにはある。しかしこれらの語が，とりわけ形容詞の語尾変化に関して，’いささ

か不安定な感じを与える，つまりあくまでも例外的な結合の印象を与えるのに反し，

derDGB－VorstandやdieSPD－Bundestagsfraktionはそのような印象を与えない。

DGBやSPDはイニシャル語として，完全形の文法的諸性質から抜け出てしまった

ために，他の品詞との結合の際に，より大きな自由を獲得しているのである。意味上

の明確さと形の美しさを犠牲にして，たとえばdieRote一κreuz－Schwesterをdie

RK－Schwesterと，der．Faule－Eier－Duftをder　FE－Duftとしてみると，元来の形

に附随していた不安定な感じは確かに消えるのである。

　イニシャル語は完全形の文法的諸性質を大幅に捨てているため，派生という点に関

しては生産的でない。ただ，ある団体を示す略語に一erまたは一1erという後綴りを

つけて，その団員をあらわす派生の可能性がある。FDJ（＝一Freie　Deutsche∫ugend）

から派生したFDJler，およぴATv（＝・4kademischer　Tumuerein）から派生した

ATVerがその例である。さらにBergstrφm－Nielsenは前掲論文の中で，文法上の性の

転換による派生という面白い観察をしている。彼によるとder　FHD（Schweizerischer

．Frauen－Hilfs4ienst）は団体を意味するが，die　FHDはその団員を意味するそうであ

る。ただし彼自身，この方式の普遍性は主張していない。

　要約すると，タイプIaに属する略語は，アクセントの移動（たとえば［εlka！ve：］

→〔’ε1ka：ve：コ）によって，また個々の字母の発音を表記にも反映すること（たとえば

K．d．W．の代りにKadewe）によって，タイプIbに属する略語に近づく。タイプIb

に属する略語は，もともと表記法に関しても，発音に関しても，ふつうの語彙に属す

る語と区別できないものが多い。つまり略語をできるだけふつうの語彙に同化しよう

とする動きが認められるのであるが，その反面，タイプIaの略語の持つ文法的な貧

しさを逆用し，他の品詞との自由な結合のために利用するという動きも認められるの

である。
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　タイプll（Kurzwδrter）について

　これまでに述べたことによって，略語をめぐる主な問題は，ほとんど尽きている。

これからいわゆるKurzw6rterに属する略語について，タイプIla，Ilb，Ilcと順

を追って見て行くが，略語本来の問題はIlaにおける文法性の喪失ということだけ

であり，あとは表現の節約，ことばの経済という一般的な見地から解釈のつく事柄が

多い。

　（a）．タイプIla（いわゆるKopfw6rter）：　この例はきわめて多い。学生語の

Uni（ニU痂versitat），Labor（＝Lα伽atorium），Akku（＝∠肋umulator）などを挙

げておこう。語群から作られたKopfw6rterの例としてはZoo（ニ■oologischer

Garten）を引いておこう。これらの略語の性は，ふつうは完全形のそれと等しい。し

かし時としてdas　Photo（＝die　Pho！ographic），das　Limo（＝（iie　L伽ona（1e）など

の不一致も見られる。またProfi（＜Professiona1）などのように，もとになっている

名詞の対応する個所に存在しない母音が一種の後綴りとしてあらわれることもある。

この点は最初の方（5ぺ一ジ参照）で述べた人名の短縮，たとえぱDora（＜Doro－

thea），Gabi（＜Gabriele）と擾を一にしている。Kopfw6rterのうちドイツ語本来の

語彙に属するものは，ふつう意味上の区分に従って切られている。たとえばOber

（＝0わθ7kellner）。しかし外来語はかならずしもそうではない。たとえばAkkuの元

となっているラテン語のaccumulareは，ac－cumulareというのが意味上の区分であ

ろう。ここからSchokoladeを略したSchokというような語が生まれてくる。これ

は普通名詞のSchockと発音の点で一致してしまい，ウェイトレスのみならず，いわ

ゆる国語浄化主義者（Puristen）たちにもショックを与えることになるのである。

　（b）・タイプIIb（いわゆるS中wanzw6rter）：　このタイプに属する略語として

は［Omni］bus，［Violon］celloなどを挙げておこう。ただしこういう確立した略語と

区別されるぺきものは，たとえば［Scha11］platte，［Tonコbandなど，その時々に応じ

て作られる略語である。これらは，何が指示されているか前後関係から明らかな揚

合には，規定語を省略し，基礎語のみを用いるという一般的な傾向に基づくものであ

る。このタィプに属する略語は，タイプIlaとくらべて，文法的に通常の語とそれ

ほど大きい偏差は示さない（たとえばBusはその完全形AutobusまたはAuto－

omnibusと同じく，文法的には男性であり，複数形はBusseである）。しかしこの

グループに属する略語が外来語を除いてあまり多くないのは，規定語十基礎語とい

う構成を示す複合名詞から，ひとつ，あるいはいくつかの規定語を省き，基礎語だけ

を残すと，けっきょく，本来意図していた意味上の分化が無に帰してしまうという，
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ごく当たり前の事実によるところが大きいであろう。意味分化の役割をもある程度果

たし，文法的にもある程度生命力を持つものとして，けっきょく次に述ぺるタイプ

IICに属する略語が，ドイツ語の語彙体系にいちばん無理なく入って行く能力と可能

性とを有しているようである。

　（c）．タイプIlc（いわゆるKlappw6rter）：　このタイプに属する略語の例として

0［berle孟tungs］bus，Inform［ations］bUroを挙げておこう。さらにU－Bahnなどの略

語も，タイプIaに属する略語と他の品詞との複合と考えることができるほかに，発

音上の変化を度外視すれば，このタイプIICに属する略語のひとつとも考えられる

（U［ntergrund］bahn・8ぺ一ジ参照）。語群の中間要素がカットされた例としては

Polit［ischesコB廿ro→Politb廿ro，Euro〔paische］［Tele］vision→Eurovisionなどを挙

げることができる。すでに述ぺたように（5ぺ一ジ参照）この中間項省略は，

Bewegungsgrun〔1から　Beweggmndを，また　Tagschicht　und　Nachtschichtから

Tag－und　Nachtschichtを，Ha11enschwimmbadからRallenbadを作り出したドイ

ツ語の省略法に基礎をおいている。前半部あるいはその一部が残されることによって，

意味上の分化は曲りなりにも達成され，後半部の完全形あるいはその一部が残される

ことによって，完全形の文法的性質がまったく失われることもない。この点で，この

タイプに属する略語は，規範文法の立揚に立つ人びとによって白眼視されることがも

っともすくなく，比較的無理なく通常の語彙に同化する可能性を有しているといえよ

う。

I
I

　われわれは第一部において，現代ドイツ語において普及し，程度の差こそあれひろ

く用いられている略語を，その造語法と発音法とに従って整理する試みをなしてきた。

砂を噛むような整理の試みの後，われわれは今，完全形と省略形とを改めて比較し，

その違いをよりひろい観点から明らかにする必要がある。この作業を通じて，われわ

れがすでに第一部のいくつかの揚所で暗示した略語の持つ特徴，さらに略語がことば

全体のなかにおいて占める位置，そこで果たしている役割などについて，いくつかの

解明が得られるかもしれない。

　まずUniversitatとUniとを比較してみよう。もっとも単純な確認は，完全形が

5つの綴りから成り立っているのに対し，略語形は2つの綴りから成り立っていると

いうことである。しかしそれにもかかわらず，両者は同一の対象を表示している。す



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15

ると両者はシノニムであって，交換可能なのであろうか。これはもちろん事実と反す

る。すなわちUniはUniversitatと同一の対象を表示するとともに，さらにそれ以

上のものをも表示する。Wolfgang　Fleischerの表現（前掲書210ぺ一ジ）を借りると，

r表示された対象への親しみ，それとの日常的かつ気の置けない接触」という色彩がそ

こに加わるのである。R－ulon　wellsもその論文”Acronymy“（in：For　Roman　Jakob－

son，Den　Haag1956，S．662）において，英語における完全形と省略形を対比し，両

者の差異を論じているが，その際，完全形がひとつのMorphemを有しているとすれ

ば，その省略形はふたつのMorphemeを有している，すなわち省略形には”minus－

feat皿e“がつけ加わるのだと言っている。たしかにドイツの高校生が，Abiturの代

りにAbiという揚合，省略形のAbiはAbitur十”minus－feature“という複合と言

っていいだろう。すなわちUniversitatとUni，AbiturとAbiとdenotativに同一

である。しかしkomotativには同一でない，そしてこのちがいは完全形に，，minus－

feature一【がつけ加わることによって生じるのである。もちろん，Fleischerも指摘し

ているように，完全形と略語との関連が失われる揚合がある。たとえばAutoがそう

で，その完全形Automobilは，もはや使われなくなっている。このような揚合，完

全形と略語とを上のような意味で使い分けるこ・とはできない。さらに英語のhistory

対story，mistress対missのように，完全形と省略形との分化が生じ，2つの異な

る語が成立してしまったような揚合にも，上述の使い分けは不可能である。しかし

UnlversitatとUni，AbiturとAbiとの対応において見たように，多数の略語にお

いてはこの使い分けが可能であり，その際，短縮形の使用はただ単に表示された対象

との気のおけない接触のみならず，さまざまな他の関係の表現をもなしうるのである。

たとえば略語はpejorativな表現に用いられることがある（Nazionalsozialistの略

語Naziを参照）。これは表示された対象との気のおけない接触ということのヴァリエ

ーションとも見られる。

　さらに完全形と短縮形との直接的な比較という立場を越えて，もうすこし広い視野

で短縮形の使用を見てみると，まず第一に，特殊な略語が地域語の一部をなすことが

ある。ベルリンで用いられるKopfwortのAlex（オ」研anderplatz），Klappwortの

Ku－Damm（＝K％r錨rsten磁解襯），イニシャル語のAvus（ニ・4utomobi1－1／erkehrs－

und　Obungs5traBe）等々はその例である。第二に略語がある社会層なり集団なりに

属する人びとのことばを持徴づけるということがある。学生の間で使われるさまざま

な略語（Uni，Abi等々）は，地域差を越えた学生語の語彙の一部を形成している。

また技師などの使うさまざまな略語（たとえばa樋コ窃mospharen窃berdruck）は，
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いわゆるFachlargonの重要な構成要素であり，学術雑誌の略称（たとえばGRM

ニ（ヌermanisch－Romanischeハ40natsschrift，DVls＝Deutsche　yieτtelグahrsschrift　f廿r

Literaturwissenschaft　und　Geistesgeschichte）などもまた同様である。これらに関す

る知識の習得は，当該の専門分野を学ぶ課程の一部に組み込まれていることが多い。

すくなくともGermanistikに関してはそうで，ドイツではたいていの大学で，初年

度にrドイツ文献学入門」（Einf廿hrung　in　das　Studium　der　deutschen　Philologie）

というような名称のついた演習が設けられていて，そこでこういう雑誌の略称などを

詰めこまれることになっているようである。

　今までに見て来た略語の役割は，地域語の語彙の一部を形成する揚合にせよ，ある

社会層に属する人ぴとのいわば特殊語の一部を形成する揚合にせよ，またある共通の

職業，専門によって結ばれている人びとの間のFachjargonの一部を形成する揚合に

せよ，いずれも分化という点で共通していた。略語はある国語の内部に，いわぱひと

つの垣を結いめぐらす。その垣の内部で人びとは共通の物言いによって緊密に結ばれ

る。しかしそれは門外漢の立入りを許さない特殊な領域をことばの中に持ち込むとい

うことでもある。略語というような，言語生活全体にとってみてあまり本質的でない

部分における分化であっても，つもりつもれば言語全体にかなり大きな影響を及ぼす

ことが考えられる。このことの国家的規模におけるあらわれは，たとえば東西ドイツ

の相互拒否的併存によるドイツ語の分化にもある程度あらわれているのである。（注2）

　しかし略語には逆の反面がある。たとえばGATT（＝GeneraMgreementon　Tar・ffs

and　Trade，），USA（＝United　states　of。4merica），UNO（＝United　IVations　Or．

ganization）などを考えてみるとよい。いずれも英語起原のこれらの略語は・完全形

とのつながりをほとんど意識させないまま，あるいはむしろそのつながりの喪失によ

って，英語という一国語の束縛を脱し，ヨーロッパ文化圏の共通語になっている。こ

の語とそれによって表示される対象とは，今や具体的な一つの個別言語の媒介を経ず

に，直接に結びついているのである。これは分化と正反対の動き，いわば抽象化によ

って個々の言語を越えた普遍的な共通語を作る動きとも言えるかもしれない。（注3）出

発点となっている言語がもともとヨーロッパ文化圏の共通語，たとえぱラテン語，ギリ

シャ語である場合，この傾向はさらに助長される。log（＝五〇8arithmus），f・（＝Femi－

ninum）などはその例である。この点で，すなわち，ことなる言語の人間によってひ

としく理解される，しかも具体的な個々のあらわれ方は問われないという点で，この

種の略語は数字に近づいてくる。たとえば2という数字は，ドイツ語ではzwei，英語

ではtwo，フランス語ではdeuxという形で具体的にあらわれる。しかし2という
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数字によって表示される概念は，これらの具体的なあらわれ方と無関係に，この3つ

の言語集団に属する人びとによってひとしく理解されるのである。このことを反映し

て，とくに数字と略語とを多用して書かれる論文，たとえば数学の論文などは，具体

的な個々の言語を越えて普遍的に理解される一種の共通語を形成していることがある。

言語を現実の抽象によって作られたひとつの記号体系と考えるならば，略語と数字は

そこからさらに抽象されたより高次の記号体系の構成要素になりうると考えられるの

である。分化と統一という，一見相反するように思われる働き，しかし日常言語からの

へだたりという共通点で結ばれるこの働きと並んで略語にはもうひとつの働きがある。

たとえばDDTを見てみよう。だれがその完全形ヱ）ichlor4ipheny1’richlor註thanを知

っているだろうか・新しい概念を正確に詳細に名指そうとする努力は，時としてこの

ようなモンスターを生むのである。このような揚合に極端にあらわれているように，

略語は単純化，明確化に役立つ。Paul　Spillnerは前掲論文において，略語の持つこ

の働きに注目して次のように言っている：「われわれはある略語を目にする，すると

いわば《一目で》，意味されているものを了解できるのである」。このr一目で」とい

う表現は，略語がドイツ語の流れの中で，いわば日本語の漢字まじりひらがな文にお

ける漢字の役割，すなわち表音文字の流れにおける表意文字の役割を時として果たし

ているのかもしれないということを思わせる。もちろん表音文字で表記されている通

常の語も，ドイツ人の意識の中では，ふつう，まとまりのある全体としてとらえられ

ているのであろう。本稿のはじめの部分（6ぺ一ジ参照）で挙げた長大な語，たとえ

ばStraBenverkehrssicherheitstag，Fahrpreisermaβigungsantragsformular等々であっ

ても，ドイツ人には「一目で」了解できるひとつの全体的概念と感じられているのか

もしれない。しかしこの全体的把握にもある限界があろう。完全形との意味上のつな

がりを犠牲にし，抽象化，記号化の代償を払っても，語形のより緊密な凝縮が求めら

れる揚合がやはりある。この作業がいつ始まり，またどの程度許容されるべきかは定

めがたい。しかし略語の使用をプラスに転じうるひとつの局面として・それが明確化，

単純化の働きを果たす揚合のことを，やはり挙げておかなければならないのである。

略語と他の品詞とを組み合わせ，ほとんどひとつの文章で表現されなければならない

ような内容を，僅々数語の中に凝縮して盛り込む新聞の見出しなどは，略語のもつこ

の働きを極度に生かしている例であろう。
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結 語

　われわれは本稿の第一部において，現代ドイツ語において普及し，程度の差こそあ

れひろく用いられている略語を，その造語法と発音とに従って分類することを試み，

第二部ではその分類に基づき，一般的な立揚から，現代ドイツ語における略語の役割

について考察を試みた。最後にわれわれは主として規範的立揚に立つ文法論乃至文体

論の側から略語に対して浴ぴせられる非難について，すこし考えてみよう。

　略語のさまざまな面に対して，さまざまな立揚からの非難があるが，その非難はい

ずれも根底において，略語が具体的な個凌の語から抽象された二次的な記号であるこ

とから発する，さまざまな特徴に向けられている。

　まず略語が文法的にいわば死んだ語であることについての非難がある。たしかにわ

れわれは第一部において，もっとも抽象度の高いイニシャル語はもちろんのこと，文

法的に決定力をもつ語の後半を切り捨てたKopfw6rterが，まさしく文法的に死ん

でいることを見た。しかしわれわれは，それにもかかわらずこれらの語を表記法に関

しても，また少数の語においては発音に関しても，通常の語彙に属する語のそれに近

づけようとする努力がなされていることをも見たのである。少数の略語においてはこ

の通常の語彙への接近がほぼ完全に成功し，その結果，今ではそれらが略語であるこ

とがほとんど感じられなくなったケースもある。たとえばRadarがそれで，その完全

形陥d重04etectionαnd7angingは，ほとんど意識されることはない。さらにわれわ

れはこれらの略語，タイプIaに属するそれでさえ，ある程度の派生能力を持ち，ま

た完全形では考えられないような自由な結合能力を持っているのを見た（12ぺ一ジ

参照）。総体的に見て略語が文法的に非生産的であることは疑いを容れない。しかし

われわれは上述のような逆の面を見逃がしてはならないのである。

　略語はまた意味上の動機づけを欠く故をもって非難される。しかしこのことは，略

語が日常言語からさらに抽象化された，二次的な，高度の記号体系になりうることと，

表裏一体をなしているのである。

　最後に，美的な観点から略語に非難を浴びせる人びとがいる。たしかにPreuBag

やHabamfaというたぐいの略語を，表記上からも発音上からも，美しいと感じる人

間はあまりいないだろう。このためか，略語は主として機能的な揚面，たとえばジャ

ーナリズムや広告の世界でよく用いられる。しかしこのような略語を美しいと感じ，

たとえば詩語として取り入れるような人間がいるかもしれない。けっきょくこれは個
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人個人の評価の間題である。ちょうど今数えあげたさまざまな短所（文法的な非生産

性，意味上の動機づけの喪失，通常の語と過度にかけはなれた語形）を強調して略語

に断罪を下すか，あるいはさまざまな長所（意味上の分化，文法的な単純化，簡潔化，

普遍的な記号体系の可能性）を強調して略語を積極的に取り入れようとするかが，個

人個人の評価の問題であるのと同じように。略語自体のこのような長所短所は，相互

に切り離ちがたく絡み合っている。その長所を生かし，短所の発現を最小限度に食い

止めるのは，略語を可能性として与えられている言語集団の成員一人一人にかかって

いる。共通の仕事，関心事によって結ばれている人びとは，そのFachjargonに属す

る多くの略語を用いる。それに逆う人間はそのサークルにおいて目立ち，孤立する。

しかし，その人間がこの略語をサークル以外の人びとに対しても用いるようなことが

あれば，彼はただ単に相手に意志を伝えられないばかりか，自分を笑いものにするこ

とになる。あらゆる言語上のExtravaganzと同じく，略語を多用したいわゆる

AkUsprache（Abk廿rzungssprache）も，たとえ現代ドイツ語においてとどめがたくひ

ろがる勢いを示し，ことばの有機的な生命をそこないかねないように見えても，けっ

きょくはそれを使用する人ぴとの配慮によって，ある時はその長所，ある時はその短

所をあらわにしながらも，言語生活全体において相対的な安定状態を絶えずつくり続

けるであろう。

注

　（注1）　このことは，アルファベソトの数とその組合せが有限であることによって，多くの

同音異義を生み出す原因になる。たとえぱU－BahnのUと，U－BootのUは，前者は

Untergrund，後者はUnterseeのイニシャルであり，両者は別物である。最近の例ではABC－

Staaten　（＝。4rgentinlen，Brasilien，　Chile），　ABC－Krieg　（＝イ4tom［bomben］8akterien－

ohemischer　Krie9）に，英語から来たABC（ニイmerican　Broadcasting　Company）が加わ

り，さらにr初歩」という意味のABC（たとえぱABC－Buch）がまじって，かなり錯綜して

いる。USAという国名にしても，アメリカ合衆国（United　states　ofヨmerica）のほかに，

かつての南アフリカ連邦（Unie　van　suid詔frlka）を指していたこともある。しかしこれら

の揚合は前後関係から考えて，何が意味されているかを決定するのはむずかしくないが，Spil1－

nerが前掲論文の中で挙げている例は，明らかに同一コンテクトに出てくる同音異義語なので，

かなりの混乱が生じたと思われる。すなわちそれは：RMGという略語で，これは以前，4つの

異なる法律の略語として用いられたという＝Rente㈱ehrbetrags8esetz，Reichs加eten8esetz，

Reichs形ilitas8eretz，Reichs吻itte18esetz，

（注2）　もちろんこの分化は根本的なものではない。ただ相互に了解不可能な略語の数が増

して来たというほどの，ごく表面的な現象である。東ドイツできわめてひろく用いられている
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略語，たとえぱVEB（＝・Folksθigener　Betrieb），HO（＝Handelsorganisation）などが西ド

イツでは知られていない，そしてまたその逆もあるという事実を，国語の分化という大きな問

題と結ぴつけることは，他のさまざまなより重要な現象と関連させてからでないと，不可能で

あろう。

　（注3）　この点でSpillnerはきわめて実際的な提案をしている（前掲論文61ぺ一ジ）。彼

は同一の対象を，異なった言語の異なった略語でよぶことは，その対象が国際的な機関などで

ある揚合には望ましくない，と言っている。実際，Intematlonale　Phonetische　Gesellschaft

が，フランス語ではその完全形，オssociatioLPhon6tique　lntemationaleに従ってAPIと，

英語では1ntemational　Phonetic■ssQclationに従ってIPAと略されること，さらにヨー

・ソパ経済共同体がドイツ語ではEuropalsche研irtschafts8ememschaftに従ってEWGと，

英語ではEuropeanEconomic　Communityに従ってEECと略されることによって，本文

で述ぺた共通語の性格がかなり損われることは確かである。このことを防ぐためSpillnerは，

略語を国際的に統一することを提案している。しかしこのような統一はlog，Lなどの揚合を

除き，かなり困難であろう。略語には抽象化し記号化する傾向とともに，第一部で見たように

表記，発音などの点で，ある特定の言語体系に適応しようとする傾向もあるからである。さら

にまた，人為的な統一を計らなくとも，ある種の略語は自然と共通語化する。たとえぱアメリ

カ言語学の最近の略語がほとんどそのままヨーロッバにおいて取り入れられているのもそうで，

これをAmerikanismenの侵入とみなし，その駆逐をとなえるのは狭量というものであろう。

これらはむしろ共通語に対するアメリカの寄与と考える方が当たっているのである。


